
公益社団法人都市住宅学会・2023 年度事業計画 
（2023 年 4 月 1 日より 2024 年 3 月 31 日まで） 

１．総会 

（本部） 

2023年度通常総会を開催  未定 

（東北支部） 

2023年度通常総会を開催  6月 28日 

（関東支部） 

2023年度通常総会を開催  6月 2日（オンライン）

（中部支部） 

2023年度通常総会を開催  4月 8日 

（関西支部） 

2023年度通常総会を開催  4月 15日 

（中国・四国支部） 

2023年度通常総会を開催  4月 22日 

（九州支部） 

2023年度通常総会を開催  4月 15日（オンライン） 

２．学会誌の発行等 

学会誌「都市住宅学」を発行する。 

第 117号、第 118号、第 119号、第 120号ほかを予定。 

このほか、ホームページにより学会活動と学術関連情報

を提供する。 

３．第 31回学術講演会の開催 

第 31回学術講演会を次のとおり開催を予定 

(1)日時：2023年12月1日～3日 

(2)場所：名城大学（天白キャンパス） 

４．本部及び各支部によるシンポジウム等の開催 

（東北支部） 

１．東北支部主催・共催のセミナー等の開催

・東北支部会員の学術交流の場として、都市計画学会

東北支部、マンション学会東北支部等の関連学会、

国土交通省東北地方整備局、地域のまちづくり組織

等との支部レベルでの連携を深め、支部会員を含む

地域の方々対象とする講演会等を実施する。

２．都市住宅関係の情報交流の活発化

・各県の都市住宅関係の情報交換の場（WEB 会議を

含む）を持つ取り組みを継続する。

・東日本大震災からの復興及び余震（福島県沖の地震

等）からの復旧に資するため都市住宅の側面におけ

る情報交流と地域貢献のための活動に積極的に取り

組む。

・東北支部に所在する大学等の研究機関の都市住宅関

係研究の情報交流の機会を設け、学術的な情報交流

の活性化を図る。

３．東北支部が関与する住宅等に関連するイベントへの

積極的参加

関東支部等の他支部と共同して、学会活動を推進する。 
学会の認知度を高め、会員拡大にもつなげるため、東

北各地で行なわれる住宅等に関連するイベントに

参画する。

４．研究活動の活性化

・東日本大震災や豪雨災害からの復興及び余震（福島県

沖の地震等）からの復旧等、東北支部固有のテーマ

に関する研究プロジェクトの展開を図る。

・東北地方における人口減少社会に対応したまちづくり

の在り方に関する研究活動を進める。

５．上記の事業に付随する事業

（関東支部） 

■関東支部 2023年度第 4回常議員会

日時：2023年 4月 6日(木)

場所：Zoom によるオンライン会議

■関東支部・2023 年度総会および講演会

日時：2023年 6月 2日(金)（オンライン開催）

15:30～16:45 講演（宗健様）

『地域評価指標としての住みここちランキングとその活

用方法』

16:45～17:00 総会

17:00 閉会

・

（関西支部）

１．常議員会の開催

・年８回程度開催する。

２．講演会・シンポジウム・見学会等の開催 

・都市住宅学に関わる新たな視点の提供や、支部研究委

員会の研究活動の発表の場として講演会、シンポジウ

ムなどを企画し年２～３回程度開催する。

・支部会員の研究交流を目的とする見学会、セミナーな

どを企画し年２～３回程度開催する。

３．研究活動の実施 

引き続き下記の研究委員会を実施し研究活動を行う。 

 団地における３公連携研究会

 集合住宅における私有公開空間研究委員会

 都心近郊エリアにおける鉄道沿線まちづくり

研究委員会

各研究委員会でシンポジウム、セミナー、成果報告会な

どを適宜開催する。 

長期にわたり研究を続けている研究会にかえて、新しい

研究会を発足させる。 

４．学生研究発表交流会の開催 

学生、院生などの若手研究者の育成のため、様々な人と

の議論を通じて研究を深めまた研究者相互の交流を進

める場として小論文の発表・討論会を開催する。 

５．その他 

その他、常議員会の審議を経て必要と認められる事業を

行う。 
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（中部支部） 

１ 住宅市場研究会の実施

・郊外住宅地部会（継続）、年数回程度

・住宅再生部会（継続）、年数回程度

・公共住宅部会（継続）、年数回程度

・住宅リフォーム産業部会（継続）、年数回程度

・その他部会（新規募集）

※上記４部会について研究成果発表・報告会を開催す

る。また、新規の部会を募集する。

２ 12月 1日（金）3日（日）に名城大学天白キャンパス

において開催 

３ 研究交流会等の開催

（例）海外の住宅・住宅地事情、中部圏の新しい取

り組み、若手研究者の研究報告、

住宅と人生など

４ シンポジウム・セミナーの開催

（例）空き家問題などをテーマとするシンポジウム、

他団体との共催など

５ 見学会の開催

（例）中部圏での先進的な事例地区、典型的住宅地

など

６ 学生論文コンテストへの応募支援

・学生論文コンテストに中部支部から応募した院生・

学生が受賞した場合に図書券等を贈

呈する応募支援策を講じる。

７ その他、上記に付随する事業

（九州支部） 

・九州地方の課題の把握とそれに関連する講演会他の実

施

①九州地方における都市居住の課題と展望に関する講演

会（年 1回）の開催 

②先駆的な都市住宅プロジェクトの見学会、都市住宅学

の研究課題に対する研究会の随時開催 

５．本部及び各支部による委員会活動 

本学会の事業遂行のため必要な委員会活動を行う。 

（本部） 

・ 総務企画委員会（開催予定：6回）

・ シンポジウム、講演会の企画

・ ホームページの管理運営

・ 事業の活性化に係る企画

・ 学術委員会（開催予定：1回）

・ 研究論文審査

・ 学術講演会研究発表論文審査

・ 編集委員会（開催予定：4回）

・ 機関誌「都市住宅学」第 117号、第 118号、第 119

号、第 120号ほかを編集予定

・ 学会賞委員会（開催予定：委員会 4回）

・ 2023年都市住宅学会賞（著作賞、論文賞、論説賞、

研究奨励賞等）選考

・ 学生論文コンテストの開催

・ 業績賞委員会（開催予定：委員会 2回）

・ 2023年都市住宅学会賞選考

（関東支部） 

・研究小委員会の設置等について議論する。学際的学術研

究を推進する。 

・支部会員の交流を通じ、学際的学術研究分野としての

都市住宅学を構築することを目的として、シンポジウ

ム、セミナー、交流研究会、見学会等を開催する。

・支部レベルにおける関係学会・協会との交流を推進す

る。

（中部支部） 

・常議員会 2回開催

・幹事会 随時開催

・住宅市場研究会の実施

郊外住宅地部会（継続）、年数回程度

  住宅再生部会（継続）、年数回程度 

  公共住宅部会（継続）、年数回程度 

  住宅リフォーム産業部会（継続）、年数回程度 

  その他部会（新規募集） 

上記４部会について研究成果発表・報告会を開催す

る。また、新規の部会を募集する。 

（関西支部）

・常議員会 年 8 回程度開催する。

・引き続き下記の研究委員会を実施し研究活動を行う。

郊外・住まいと鉄道研究委員会

子育て支援住環境研究委員会 

団地における３公連携研究会 

タワーマンション研究会 

・各研究委員会でシンポジウム、セミナー、成果報告会

などを適宜開催する。

・新設研究委員会の立ち上げ

・学生研究発表交流会の開催

学生、院生などの若手研究者の育成のため、様々な人

との議論を通じて研究を深めまた研究者相互の交流を

進める場として小論文の発表・討論会を開催する。

（中国・四国支部） 

・常議員会、総務企画委員会、研究委員会を随時開催

・常議員活動報告、研究・活動報告会 随時開催

・その他

(1)2023年度視察研修会）

期 日：2023年 10月～11月 実施予定 

研修先：石見銀山 大森町・温泉津（島根県大田市） 

古民家再生事例（島根県邑南町）等を検討 

目 的：町並みの保存活用と空き家の保存改修等によ

る活動について 

(2) 研究・活動報告会等の実施

期 日：2024年 2月ごろ

 開催方法：オンライン 

内 容：学生の発表や、研究に限らない会員の研究・

作業・活動報告 

（九州支部） 

・１．支部総会

期 日  2023年 4月 15日 17時 00分～ 

会 場  枝光市民センター 学習室 4 

議事次第 議案 
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第 1号議案 2022年度事業報告の件 

第 2 号議案 2022 年度収支決算報告及び監査結果報

告の件 

第 3号議案 2023年度支部役員(案)の件 

報告 

(1) 2023年度事業計画について

(2) 2023年度収支予算計画について

２．事業 

(1)九州地方の課題の把握とそれに関連する講演会他の

実施

九州地方における都市居住の課題と展望に関する講演会

（年 1回）の開催 

先駆的な都市住宅プロジェクトの見学会、都市住宅学の

研究課題に対する研究会の随時開催 

(2) 都市居住に関わる情報及び人的交流の促進

学生表彰事業の実施

会員との情報交流を促進するためのアンケートの実施

支部ホームページの更新

３．その他 

(1)常議員会、学生表彰委員会を随時開催する。 

(2)新規会員の増強を図る。 

６．学会賞の表彰 

学会における研究活動を促進し、特に功績の大きい研

究、研究者を顕彰する。 

2023年度中に、業績賞を授与する。 

2023 年 11 月には、論文賞、論説賞、研究奨励賞及び

著作賞を授与する。 

７．学際的研究活動の活性化 

学際的研究活動をさらに活性化するため、都市住宅研

究センターにおける自主研究を実施するとともに、各支

部における会員増の促進を図ること等を通じて各支部活

動の支援を行う。 

８．関係学会等との連絡等 

都市住宅に関する学術的研究の進捗普及を図るため、内

外の関係学会等との連絡及び協力を行う。 

本年度も「学術交流に関する覚書」を締結した韓国 

住居学会との交流を継続する。 

９．調査研究の受託について 

昨年度に引き続き、都市住宅学関連の諸団体からの調

査受託を行い、各調査委員会を設置して調査研究を実施

する。 

以 上 



（単位：円）

科目 2023年度予算 2022年度予算 増減
大科目 中科目

Ⅰ一般正味財産増減の部
1.経常増減の分
（1）経常収益
①基本財産運用益

基本財産受取利息 2,500 2,500 0
②特定資産運用益

特定資産受取利息 4,000 4,000 0
③受取入会金 0

受取入会金 50,000 50,000 0
④受取会費 14,500,000 14,500,000 0

正会員受取会費 11,500,000 11,500,000 0
賛助会員受取会費 3,000,000 3,000,000 0

⑤事業収益 760,000 760,000 0
研究受託収入 0 0 0
事務受託収入 760,000 760,000 0
支部研究受託収入 0 0 0
支部交付金 0 0 0

⑥受取補助金等 0 0 0
研究成果公開促進収入 0 0 0
受取補助金 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0
受取指定寄付金 0 0 0
受取一般寄付金 0 0 0

⑧雑収益 86,125 100,120 △ 13,995
受取利息 125 120 5
雑収入 86,000 100,000 △ 14,000

経常収益計 15,402,625 15,416,620 △ 13,995

（2）経常費用
①事業費支出 13,715,408 13,562,200 153,208

給与手当 3,339,700 3,339,700 0
臨時雇賃金 0 0 0
福利厚生費 490,000 490,000 0
会議費 182,000 161,000 21,000
旅費交通費 521,500 577,500 △ 56,000
通信運搬費 568,447 700,000 △ 131,553
消耗品費 217,700 200,000 17,700
印刷製本費 68,500 33,500 35,000
論文集発行費 2,125,000 2,125,000 0
賃借料 1,469,700 1,500,000 △ 30,300
諸謝金 698,500 644,400 54,100
租税公課 350,000 350,000 0
研究委託費 18,340 14,000 4,340
事務委託費 306,600 445,200 △ 138,600
秋季全国大会費 700,000 210,000 490,000
シンポジウム費 1,065,517 1,200,000 △ 134,483
研究成果公開促進費 0 0 0
国際交流費 272,414 210,000 62,414
事務費予備費 711,354 750,000 △ 38,646
図書購入費 40,000 40,000 0
雑費 570,136 571,900 △ 1,764

②管理費支出 3,638,290 3,809,772 △ 171,482
給与手当 1,431,300 1,431,300 0
臨時雇賃金 0 0 0
福利厚生費 210,000 210,000 0
会議費 78,000 69,000 9,000
旅費交通費 223,500 300,000 △ 76,500
通信運搬費 243,620 300,000 △ 56,380
消耗品費 93,300 77,700 15,600
印刷製本費 6,500 1,500 5,000
賃借料 629,872 628,072 1,800
諸謝金 0 0 0
租税公課 150,000 150,000 0
研究委託費 7,860 6,000 1,860
事務委託費 131,400 190,800 △ 59,400
総務費 188,044 200,000 △ 11,956
図書購入費 0 0 0
雑費 244,894 245,400 △ 506

17,353,698 17,371,972 △ 18,274
△ 1,951,073 △ 1,955,352 4,279

2．経常外増減の部 0
(1)経常外収益 0
(2)経常外費用 0

　当期経常外増減額 0
　当期一般正味財産増減額 △ 1,951,073 △ 1,955,352 4,279
　一般正味財産期首残高　※ 61,098,363 63,053,715 △ 1,955,352
　一般正味財産期末残高 59,147,290 61,098,363 △ 1,951,073

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　当期指定正味財産増減額 0
　指定正味財産期首残高 0
　指定正味財産期末残高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 59,147,290 61,098,363 △ 1,951,073

都市住宅学会・2023年度収支予算書総括表
2023年4月1日から2024年3月31日まで

経常費用計
当期経常増減額



（単位：円）

科目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計
大科目 中科目

Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の分
（1）経常収益
①基本財産運用益

基本財産受取利息 2,500 0 0 2,500
②特定資産運用益

特定資産受取利息 0 4,000 0 4,000
③受取入会金

受取入会金 35,000 15,000 0 50,000
④受取会費 10,150,000 4,350,000 0 14,500,000

正会員受取会費 8,050,000 3,450,000 0 11,500,000
賛助会員受取会費 2,100,000 900,000 0 3,000,000

⑤事業収益 532,000 228,000 0 760,000
研究受託収入 0 0 0 0
事務受託収入 532,000 228,000 0 760,000
支部研究受託収入 0 0 0 0
支部交付金 0 0 0 0

⑥受取補助金等 0 0 0 0
研究成果公開促進収入 0 0 0 0
受取補助金 0 0 0 0

⑦受取寄付金 0 0 0 0
受取指定寄付金 0 0 0 0
受取一般寄付金 0 0 0 0

⑧雑収益 60,288 25,838 0 86,125
受取利息 88 38 0 125
雑収入 60,200 25,800 0 86,000

経常収益計 10,779,788 4,622,838 0 15,402,625

（2）経常費用
①事業費支出 13,715,408 0 0 13,715,408

給与手当 3,339,700 0 0 3,339,700
臨時雇賃金 0 0 0 0
福利厚生費 490,000 0 0 490,000
会議費 182,000 0 0 182,000
旅費交通費 521,500 0 0 521,500
通信運搬費 568,447 0 0 568,447
消耗品費 217,700 0 0 217,700
印刷製本費 68,500 0 0 68,500
論文集発行費 2,125,000 0 0 2,125,000
賃借料 1,469,700 0 0 1,469,700
諸謝金 698,500 0 0 698,500
租税公課 350,000 0 0 350,000
研究委託費 18,340 0 0 18,340
事務委託費 306,600 0 0 306,600
秋季全国大会費 700,000 0 0 700,000
シンポジウム費 1,065,517 0 0 1,065,517
研究成果公開促進費 0 0 0 0
国際交流費 272,414 0 0 272,414
事務費予備費 711,354 0 0 711,354
図書購入費 40,000 0 0 40,000
雑費 570,136 0 0 570,136

②管理費支出 0 3,638,290 0 3,638,290
給与手当 0 1,431,300 0 1,431,300
臨時雇賃金 0 0 0 0
福利厚生費 0 210,000 0 210,000
会議費 0 78,000 0 78,000
旅費交通費 0 223,500 0 223,500
通信運搬費 0 243,620 0 243,620
消耗品費 0 93,300 0 93,300
印刷製本費 0 6,500 0 6,500
賃借料 0 629,872 0 629,872
諸謝金 0 0 0 0
租税公課 0 150,000 0 150,000
研究委託費 0 7,860 0 7,860
事務委託費 0 131,400 0 131,400
総務費 0 188,044 0 188,044
図書購入費 0 0 0 0
雑費 0 244,894 0 244,894

13,715,408 3,638,290 0 17,353,698
△ 2,935,621 984,548 0 △ 1,951,073

2．経常外増減の部
(1)経常外収益
(2)経常外費用

　当期経常外増減額
　当期一般正味財産増減額 △ 2,935,621 984,548 △ 1,951,073
　一般正味財産期首残高　※ 0
　一般正味財産期末残高 △ 2,935,621 984,548 △ 1,951,073

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　当期指定正味財産増減額
　指定正味財産期首残高
　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 2,935,621 984,548 △ 1,951,073

経常費用計
当期経常増減額

都市住宅学会・2023年度収支予算内訳表
2023年4月1日から2024年3月31日まで




